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総合型地域スポーツクラブ運営の実態と課題
一全国60クラブの調査結果から-

窪田 誠志■ 真栄城 勉= 鹿田花 英太目' 仲里 健日暮

ThePresentSituationsandProblemsofm弧agement
onTheCommunityBasedSportsClubsinJapan

SeijiKUBOTA' TsutomuMAESHrROH

1.はじめに

｢総合型地域スポーツクラブ｣(以下､｢総合

型クラブ｣と略す)は､我が国のスポーツ振興

基本計画 (文部科学省,2000)のもと､生涯

スポーツ社会の実現に向けて創設されているク

ラブである｡本計画では,2010年度までに全

国の各市町村に少なくとも1つは総合型クラブ

を創設するという数値目標が謡われ､総合型ク

ラブ設立の機運が全国的に鉱がっている状況に

ある｡文部科学省 (2009)によると､今日ま

でに創設ないしは創設準備中のクラブを合わせ

ると1046市町村 (57.8%)､2768クラブ (図1)

に達すると報告されている｡沖縄県においては､

平成21年1月15日現在30市町村45クラブが育成

されており､育成率は67%に達している｡筆者

らはクラブ育成アドバイザーの立場から､これ

まで沖縄県における総合型クラブの育成状況と

課題を明らかにしてきた｡総合型クラブが地域

に根づき､会員メンバーの健康 ･福祉およびス

ポーツ振興を充実させていくためには､県保健

体育課 ･県体育協会､支援主体の市町村自治体､

活動主体の総合クラブの3着が相互の立場 ･役

割を自覚し,体系的に連携 ･協働していかなけ
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ればならない｡2009年3月には､表1に示すよ

うな沖縄県における総合型地域スポーツクラブ

推進のための探題を提示した｡

沖縄県における総合型クラブの当面の裸題は､

全国的に創設された多くの総合型クラブが抱え

る課題と類似しているものと考えられる｡文部

科学省 (2009)の全国の総合型クラブ (2233

クラブ)を対象に実施した ｢平成20年度絵合

型地域スポーツクラブに関する実態調査｣(以

下､｢文部科学省調査｣と略す)(回収率98.7%:

2205クラブ)では､会員の確保 (66.8%),拷

導者の確保 (52.9%),財源の確保 (51.6%)な

どについて半数以上のク･ラブが課題として認識

しており､クラブ運営での大きな障壁となって

いることが窺えた｡多くの課題が山積している

にもかかわらず､総合型クラブを育成する際の

課題を提示した研究は少ないと伊藤らは指摘し

ている (伊藤ら,2001)｡先の謙題の中におい

ても指導者をはじめとするスポーツ･ボランティ

アの確保や財源の確保はクラブ運営に欠かせな

い要因でもあり､これら要因の具体的な実態を

明らかにすることは喫緊の課題である｡

そこで本研究では､全国から抽出した総合型
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クラブに対しアンケート調査を実施し､クラブ プ育成推進のための資料を得ることを日的とし

運営の実態や現題を把握し､今後の総合型クラ た｡

【表1 沖縄県における総合型地域スポーツクラブ推進のための許題】

1.県敦育庁保健体育課 .県体育協会の当面の深題

①総合型クラブの支損役割の槻能を担う広域スポーツセンターの設置

(塾県全域に対する総合型クラブ推進事業の広報 .啓発活動の更なる展開

③総合型クラブ活動を支えるリーダ-養成研修会 .耕習会等の開催

④学校 .関係機関 .団体等との連携と協力関係の仕組みづくり

⑤助成事業終了後 (平成23年度以降)の具体的な支援体制の構築

2.市町村自治体の当面の疎題

(》総合型クラブの意義と必要性の理解康成及び取組姿勢の能動化

(診総合型クラブの推進業務に対する過度な負担感の除去

③総合型クラブに対する公共施設の積極的提供

④総合型クラブへの体育指導委員の参加と参画

⑧財政的支綾の検討

3.絵合型クラブの当面の探題

(9自主財源の確保努力と括助プログラムのアイデア別は

②受益者負担 (クラブ会員会費)の理解浸透と会員増の活動努力

③運営事務局と活動拠点の ｢場｣の碓保

⑧クラブ運営のスタッフと活動種目の継続的な指導者確保

⑧広報活動と地域ニーズの把握及び活動理念の浸透と共有

2.研究方法

調査は2009年4月～5月に郵送法 (返信用封

筒同封)にて総合型クラブの代表者及びクラブ

に所属するスポーツ ･ボランティアを対象に実

施した｡サンプリングは2009年3月現在､財団

接人日本体育協会が把握している2009クラブ

から都道府県におけるクラブ数に応じて比例割

当を行った後に､無作為抽出法により150クラ

ブを抽出した｡その結果､60クラブ (回収率40

%)から回答を得ることができ､スポーツ .ボ

ランティアの有効標本数は､550名であった｡

クラブ代表者に対して行った調査内容は､①

クラブの基礎データ,②クラブの目的 ･理念.

③クラブの課題.④自主財源の獲得と指定管理

者制度である｡またスポーツ ･ボランティアに

対しては､性別､クラブでの役割について回答

してもらった｡

3.結果

(1)クラブの基礎データ

本研究で抽出された総合型クラブの設立時期

は図1の通りである｡設立時期では､2006年度

の11クラブが最多であり､設立されて年月の

浅いクラブが多い結果となった｡

1997以前

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006
2007
2008

【図1 設立時期 n-60】
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会員数 (表2)では､クラブの会員規模は､

｢101-300人｣が48.3%､｢301-1000人｣ が25.0

%,｢100人以下｣ が21.3%となっており､全体

平均は526人となっていた｡また､過去5年間

の会員数の推移 (表2)についてみてみると､

増加,維持､減少などそれぞれのクラブにおけ

る会員数の推移を掴むことができた｡

クラブハウスの確保 (表3) については､

｢有｣ と回答した30クラブ (50.0%)であり､

文部科学省調査の r専用施設がある｣が56.4%

と類似した結果となった｡文部科学省調査では､

クラブハウスの種類についても調査しており､

｢学校敷地内の独立施設｣が26.9%､｢学校施設

の一部｣が25.5%､｢公共スポーツ施設の一部｣

が25.2%と報告している｡本結果からも､円滑

なクラブ運営や地域住民の交流の場として有効

なクラブハウスの早期設置が望まれる結果を示

すものとなった｡

クラブの括軌穂目数 (表3)は､｢10穂目以

上｣ が37.4%と最も多く､続いて ｢6-9種目｣

が33.2%､｢3-5種目｣が24.2%であった｡文部

科学省調査では､｢6-10種目J が38.3%で最も

多く,通常の活動種目以外に行っているものと

しては､スポーツ ･レクリエーション大会が

64.4%.交流イベントが63.0%と多く､続いて

辞習会 ･研修会が34.1%となっている｡

活動拠点 (表4)では,｢学校｣66.7%.｢公

的スポーツ施設｣75.0%と回答したクラブの割

合が高く､盤億のある程度整った､施設の活用

がなされている｡

クラブマネージャーの配置 (表4)では､

｢配置｣が37クラブ (61.7%)を占め､文部科

学省調査61.4%と同様の結果と類似した結果と

なった｡クラブマネージャーの報酬では ｢あり｣

が18クラブ (48.6%)､文部科学省調査で ｢手

当てあり｣は ｢常勤｣71.7%､｢非常勤｣16.2%

と報告されている｡

定期的に開催されているイベント (表3)で

は､スポーツフェスタ ･交流会 (NPO法人さ

くらスボ-ツクラブ等)やハイキング ･ウオー

キング (NPO法人姶良スポーツクラブ等)が

多くのクラブにおいて実施されている｡また､

クリスマス全 くNPO法人ピュアスポーツクラ

ブ等)や餅つき大会 (スポーツクラブ21おぎ

の)､バーベキュー大会 (スポーツクラブ21い

ちば)など個性豊かな定期イベントを開催して

いるクラブもみられた｡

(2)クラブの日的 ･理念

各クラブにおける目的 ･理念はクラブ運営を

行う上で非常に重要な要素となってくる｡この

目的 ･理念により会員の属性等が異なるといっ

ても過言ではないだろう｡

本研究でのクラブ目的 ･理念 (図2)におい

て ｢健康志向｣と回答したクラブ (83.3%)那

最も多く､次いで ｢レクリエーション志向｣

(65.0%)であった｡その他では､子どもの健

全育成や地域住民の交流が多数を占めた｡健康

志向､レクリエーション志向をはじめとする多

志向の組合型クラブが創設されている実態を掴

むことできた｡

戊技志向

健康志向

レクリエーション
志向

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【図2 クラブ目的･理念 n-125(複数回答)】

(3)クラブの謙題

クラブ運営における課題 (図3) としては､

｢財源の確保｣30クラブ (50.0%),｢運営ボラ

ンティアの確保｣30クラブ (50%),｢指導ボラ

ンティアの確保｣29クラブ (48.3%). ｢会員の

確保｣25クラブ (41.7%)であった｡文部科学

省調査では､クラブの現在の課題は､｢会員の

確保 (増大)｣が66.8%､｢指導者の確保 (増大)｣

が52.9%､｢財源の確保｣ が51.6%などとなって

いる｡本結果から､継続的なクラブ運営のため

に必要不可欠な財源､ボランティアの確保､会

員の確保に苦慮しているクラブは少なくなく､
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練題克服のためのクラブマネージメントをはじ

めとする具体的な支援策が今後必要となってい

財源の確保

運営ボランティアの確保

指導ボランティアの確保

クラブマネージャーの確保

施設の不足

学校体育､部活との連携

学校との関係

各組稔との関係

会員の確保

地域との関係

受益者負担意織

その他

くであろう｡

0% 20% 40% 60%

【図3 クラブ運営における課題 n- 181(複数回答)】

(4)自主財源の獲得と指定管理者制度 現状と類似する割合であった｡

文部科学省調査でも多くのクラブが課題とし

ていた自主財源の獲得 (表5,図4)であるが

本研究においても50.0%のクラブが課題として

回答していた｡現在の自主財源の獲得方法は図

4の通りである｡ ｢会費｣59クラブ (98.3%),

｢国 ･自治体補助｣34クラブ (56.7%), ｢イベ

ント収入｣25クラブ (41.7%)であった｡本研

究では設立されてから年月が浅いクラブが多い

ことから､国 ･自治体からの補助の占める割合

が高かった｡イベント収入と答えたクラブなど

会費以外で財源を獲得しているクラブの実態も

掴むことができた｡しかしながら､クラブ運営

と自主財源の損得は密接な関係にあり､如何に

財源を頻得できるかが大きな疎通である｡

また充来したプログラムや地域に広く溶け込ん

だクラブへと醸成していくためにも､今後は

NPO法人化や指定管理者制度の導入といった､

公的な役割も今後の総合型クラブに求められて

いくであろう｡調査対象クラブでは､指定管理

者制度の導入予定 (表5.図5)では､｢有｣12

クラブ (22.2%),｢無｣39クラブ (72.2%).導

入済3クラブ (5.6%)であったC文部科学省調

査では､80クラブ (3.6%)が導入済みという

会費

イベントl収入

国･自治体補助

寄付

Toto

スポーツエイド

その他
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【図4 自主財源の擁得 ∩-148(複数回答)】

【図5 指定管理者制度導入予定 ∩-54】



(5)スポーツ ･ボランティア

多くのクラブが ｢運営ボランティアの確保｣

(50.0%)及び ｢指導ボランティアの確保｣

(48.3%)など､スポーツ ･ボランティアに関

する課題点をあげていた｡総合型クラブでは地

域住民の自主運営を大きな柱としており､継続

的なクラブ運営にスポーツ ･ボランティアの確

保は必要不可欠である｡そこで本研究を行った

総合型クラブのスポーツ ･ボランティアの詳細

について報告する｡

総合型クラブにおけるスポーツ ･ボランティ

アの性別 (図6)では ｢男性｣が60.4%を占め､

SSF笹川スポーツ財団 (2006)の調査結果と同

様に男性の占める割合が高かった｡これは､ス

ポーツ指導において男性の役割が非常に大きかっ

たことを意味する内容である｡

総合型クラブにおいてスポーツ ･ボランティ

アの役割は主に､｢指導｣､｢運営｣､｢指導 ･運

営｣に大別され,本結果では,3区分が約30%

ずつを占めている実態を掴むことができた (図

7)｡また性別とのクロス集計の結果,男催の

占める割合は､｢指導｣70.7%､｢運営｣58.5%､

【図6 性別 ∩-550】

営

【図7 クラブでの役割 ∩-538】

知人

新Bfl･雑聴

テレビ･ラジオ
各種団体への募集

市町村広報聴

ポスター･ちらL

i■

その他

r指導 ･運営｣69.3%であり､男性の占める割合

が高いことが明らかとなった｡

スポ-ツ ･ボランティアの確保のためには､

多様な方法で宣伝を行う必要がある｡この方法

の善し悪しによっては集まるスポーツ .ボラン

ティアの数や質も必然的に異なってくるであろ

う｡調査を行ったクラブの募集方法 (図8)と

しては､｢知人｣34クラブ (56.7%),｢ポスター ･

ちらし｣21クラブ (35.0%)であった｡文部科

学省調査でのクラブの広報活動は､｢広報誌の

発行｣53.7%､｢パンフレット･リーフレット

の作成｣46.8%､｢地域イベント等での広報｣

33.8%､rホームページの開設｣27.6%などとなっ

ている｡

また､宣伝の時期等により多くのスポーツ ･

ボランティアの確保につながるケースも考えら

れる｡募集時期 (図9)では､｢随時｣が81.3%

を占め､特定の時期やイベント時に募集を行っ

ているクラブは少ない傾向にあった｡

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【図8 ボランティアの募集方法 n-104(複数回答)】

【図9 ボランティアの
募集時期 n-48】
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31 棚 相田 ) 川 297 297 Zn 103358 424 381
鷲 干 ルフ一シ(干JD 18 舵 Jk 1nZ 1711
33 サ細 く伽 ) 〟 ■ー

34 ⊥ツ仰 山蜘 18 Zr1 287 229 128
35 POA場 味′岬か板柳 はFI 2g 156 ISS ]4t
a 棚 は創 16 価 475 475 一一〇

37 瑚 麓栂 ブ(三I) 1■ t20 lD 11● 171
鶴 伽 覆棚 1- t鵡1絹 tOI ■t
JO 21▲虞(Jim t● 2DB 207 玉鋼 227 170 308 279
tI 青戯 ドイサイr;N -yHJ(fb 18 581 SIl 鍋 領持 1虻J 871 703
朋 BC けヽ(雷tU 13 孤 劇
義 棚 巧すく軌如 1● 774 174 310 341 棚 一23 9I9
噌 (義t) け 96 96 ltt 一一2 ーⅦ 27一
榊 (畿賢) 13 170 170
15 クヲブ(義劃 XI 103 T4I 118
I 脚 力td:g刺創巾 12 110XI lt側○ 一帥 ●一帥 77伽 恥0
d (徽轟) 1■ JX)

4 暮如 け【抄ヲブ(千勘 18 ZDl 2m 戯〝
d 1(石川) ZD lGD t的 104 4)

SD 側 嬢(仙 18 7○ t汀 ∝) 81
引 物 量■(兵∫) 一丁 297 297 336 278 185
隻 鳴 ㈹ (隅 I tD 畑 州 210 1騨
53 柵 掃く■榊 一〇 ZD ZZB 期 3Dl 9Xl 500
54 (董鈷m 13 178 一丁丁 t的 f●5 128 68 72

缶 PO法人ASCC(東京) lS 254 2S4 噸 Sl3 湖 S38 S●1
tit ツケヲプく重義暮) I? ●一 a 54

SI SHC農業轟く好 ) 16 1103 1103 12ED 113f 1122 舶8

鶴 蜘 カーみ<にの幌■) ー■ 価 棚 棚 470 珊 5帆 引○
鶴 Jt桝 働 け(柵 18 353剤 357 棚 棚
卿 - クラブ(州 ZO ZED ZOO JO3 l
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･'‥㌻ん鮒 _:貰.:i.舟等 '….::;層貸欄軸捻
I む… 仙 13 S 13 lotB鼠上 棚 ど
2 Ag(宕判 0 (傭 tl甘上 ta 胡ヽ一一

3 胃… (LbF)) ZD 一 t 0 f○lE相,t 也づオ｣梅ど

● 棚力1おぎ埠脹轟) 0 fdロ戯上 1ハ伸 粥だ
5 1霊濃く超勤 29 0 a-9IE) 鰍
I 伽 乱 CtZ) 鷲 0 ト鵬日 ウオ｣ヰング大!糾せ

I 洲 打傭{) A 0 lOIflE,i fJRマス会eC
a ケヲブ(鰻勤 37 0 ZIFl 如… げ-
B- (I■) l鳴Jl臥上 ぱ{キーン湘ぜ
柑 ■㈹ (嘉LJJ) 29 94 17 tOIEl鼠上 ｣77d jlJtLBE

日 鰍 lE)(嶋王】 1 帽 6 3-膚 El ン:殆ど
12 棚ガ(具わ Z) I 1 0 1-膚El 会BE
13 l■曇偵摩) d 0 tOIfl鼠上 側
t● El伽㈹(那 t○ 鴇 5 0 totRJ上
15 州 (■{I 4 4 2 8.V9量目 El記念事案など
l■ 雷カトーヴわトtt劃 15 0 0 0 IOtEld上 1瑚 出輪ど
17 1-時ば頓鼻) 28 20 q 0 I-BLElト棚
18 ラ:職fq喚く畑 12 一一 8 8-9IEl カ責出 ど
lB I(劇わ 27 孤 20 t○lE)鼠上膿巨体★大会など
ZD '抑 く柵 tO 2 2 3-SIfl し
21 欠け(欝劃 は i 馴 lOIE川上クIJRマス会BC
22鳥也…ブ(納I ZD 一1 14 t増u麟上
23吋甘棚汚プⅧ曇A) 7 ○ 馴 lCtfl鼠上Hべ榔 Lキビ
Zt 映蝉朝(剛) i tO 2 朋 TJ ≒′
25■刷 15 5 2 3-54El イヽ和櫛など
ZB (劇l▲】 ll Zf 0 toltl鎮上 イヽ屯ザ
釘 月出く蜘 t 0 t -ツ:ねス
ZB 鰍クラブ(兵{) 6 fS 0 tOIq鼠上 ft『文丑グランドゴルフ大会など
ZB 捌 け(軸) ZZ ○ a 0 td El一上 -h雌
聾 -棚1州ぬく仙 15 ZOO lS tOItl中上 ぺ秋 和だ
n 脚(義山 36 一け 川 tCtEl腐上 賓漉鰍
鷲 Mm'JiN>(手動 ●l側 lS 0 tQIEl ルブ仰 シ幡ど
蜘 サ2庸一サヲ列雷Jl) 6 a 3 壇 El
糾 A t● 12 27 l-9義巳 良劇蜘ど
S 顎′紐解.サ伊 (轟斯 ZZ 22 22 0 壇白
IB 快舟I I-4良 一州
77 麓ケヲブ(三m 20 tCIEI 1雌
38 租棚げ 12 川 I I-StEl
39 1Jd(那 ll ltー 0 6-BtEEl :押鰍
噌 棚 随PVサイ醐好く干義) ZB bl i 0 tclq

41門櫨人L t桝霊山I 義 川 却 0 tCItl 淑
一之POdJL捌 け(義山 lCIB し
43 脚JXI J 0 d I-BI日 ウオ-キン肘
偶 (#) 0 a-61日 -七喉雌
咽 脚(義▲I I ○ 0 I-檀R ウオ一桁′グ蜘 ど
傭 拍力ld#刺jJD 一書 朋 0 tCIB ･轟駐雌
47 外相く雷蜘 ∞ 5 60 0 (81日 棚
43 ｣如け附く棚 劇 血 lCLtl されす紺
噛 A(看∫l) Zt t○ 壇El 帆 きつ巾lポづl豪蜘 ど
SD 鼻嘉貴く量船 I 0 トー壇q ウオ｣ーシgBe
51 潮力1鑓(畑 I ‡● l 0 t舶 州
SZ 鴫一切鱒竹材(㈱ S 9 い主 雌
53 棚よう端封 15 I) tO T4E] ｣サ九ス鏑だ
5l トー朝雄薫わ 3 9 I 3-SJEl
55NPO法人ASCC(館) ZD ll I 0 tOIEI Q:帥■義男妓会など
58 971(義一;n t 3 3-StEl 納ヽ ど
訂 SⅠIC脚(好) CS 34 一〇 0 tQItl
5B 棚力1みくにの(那 Z) 30 IZ 0 tO覆El 歩3歳など
58 AJ7&rJTMW(繋船 T4 f1 6-檀a 抽 フ沌トまつVなど
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･公郎ボーッ強設 ･一気旬,i.i.｢妻,.,短鼓.i .妄そ由甘 言:

1 棚 仙 0 Eを あり
2 棚 く鮮 I O 0 配音 あり
) 司鮎日払=棚 (LLlE)) 0'0 紀如 し
I 働 蜘 順船 O 拙 し
S 働 t鰍(月n O 0 記t なし l
● 蝕 かヽ ね茶棚 げ什王) 0 0 占彊なし
I 棚 (曽n 0 クラブハ.jス 記竃 あり lI (重義わ 0 l 配電 なし●.肌棚 (柳 0 0 Eも あり
10 ス㈹ (義山 0 0 配電 あり
ll PQ納 付｣l)n(嶋王I 0 配置 あり
12 カ仰 (兵籍) 0l O 0 恥 し
13 IJL(創h o 毛人ホ-ム野鶴 触 し
1● F]榊 列月わ 0 0 記号 なし
15 抄棚 (曽■) 0 蹴 し
一〇 雷柵 傭*) 0 0 配電 臥
17 LtBぱく月n O 0 配電 なし I
lB 中量快F O 0 II 配電 なし 一
1○ (加 0 0 拙 し
ZD ひ納 行列綱D O 恥 L I
21 昨 打(軌恥 0 0 配せ ' あり
22 も… 好く轟粥 0 0 記畳 あり
29 吋鋤 く脚 膿鷺▲) 0 Il 配電 なし24 (欝轟】 0 配電 礼
25tl鱒 ㈹ 0 モモ 臥
JB 脚 好く蝕 む 0 電t あり
Z7 也(ー籾 0 亀畳 あり

ZB (細 0 配置 なし
ZB ㈹ (義… O 0 公E辞 触 し 与〟 ~づ 加 鱒1州余憤良) 0l O 電甚 i なし
fl (離別 0 0 ･B民鵡ホール 配電 なし
響 千▲刈ーJ蜘 (珊 0 0 峨 し
勧 サ脚 (BJll) 0 0 I 触 し義 ㈹ 仙駒 0 0 触 し
& 和嚢人鮎煉′脚 (那 クラブハウス 記1 なし
) 棚 大別 0 記最 あり l
37 tクヲJt三I) 0 配電屯I.
欄 紘㈹ o 0 記載 帆.
篇 暮鷹(月わ 0 0 轍 し
4I 瑚 ドイサイ向棚 (手動 0.' 0 監置 i なし
〟 職 人LJBCも棚 けヽく雷LLl) ■ 0 記せ あり
々 榊 打(徽田) 0 丘l托し
噌 働 く義t) 0 0 監置あり
〟 (a ) I …琵 馳 し
嶋 (義軸 -点線職 配貴なし
I 働 一朗舌鴫■) 0 0 配電 あり
一丁 幡曽t雷か 0 0 記竜 あり
lI暮㈹ 拝射 ĵt艮担 丘淀なし4 n付 く石{1 0 0 記最 あり l
孤 棚 (凱 0 0 記電 なし
51 棚 JJLt拘わ 0 0 批 し
史 やい棚 (柵 0 配色 l あり
令 側 く蜘 ; 0 瑚托し
～ 棚 (量蜘 0 触 し
S NPO温ん■SCC(好 ) 0 0 轍 し
SB 仕駕n 0 赦 し
57 SHC樹 (好 ) 0 0 電電 あり

SB またtみくにの脹わ 0 藷或公表 曙 なし
S 川棚 刑責的 0 0 配電 なし
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1 51(帆 雫放し 0 0 0 各種Ela)参加貴

2 ルダく昔判 … 壕 0 0 更託事宴3『JbB fVTd -+h77仙口】 亨蝕し 0 0 0
A 鳩軸 (兵厨 雷放 し 0 0
5 ヲカー■薫(兵船 0 0 0
■ 臥せ一柳 行列JtZ) 雫蝕し 0 0
7 lTM t蜘 雷蝕 し 0 0 0
8 朋 量l蹟) 雷放し 0 0 0
a じl脚 (那 亀川墳 0 0 0
t○ 1棚 (霊山) 凱恥 0 0 0
ll 叩嵐棚 叫｣ltF]tt王I 軌 1壕 0 助成金

12 州悼わ榊 好く畑 雷蝕 し 0 0 ･0
1) ヲ力1粗 (長ln 雫放し 0 0
t● E]B棚 (畑 雷蝕 し 0 0
帽 rJ棚 (脚 雫熟 し 0 0 0
ll 柵 く義和 尊大千丈 0 0 0 0
17 1嶋 EF(拍動 筆触し 0 0
18 牡■中臭く畑 雷蝕 し 0 0
1● 脚 力1(劫n †赦し 0
JB 璽鵬風脚 柵 雷勤し 0
21 1脚 仙 予鈴 し 0 0
22 も也柵 (鰍 ) 雷蝕し 0 0 0 0 0
28吋 (▲Il舶 雷赦し 0
ZI ー㈹ (削り 雷勤 し 0
25 榔 E∬ †蝕し 0 0
26 血ス昇一ヴ欠け【蝕 ▲I 札九千史 0 0
27 月山膿巾 0 0
28 わ(脚 脹捧I 楓l岬壕 0 0
29 し桝 好く響JO 雷蝕し 0 0
a) -づ 取棚 綾AJ 雷蝕し 0 0 0
31 糊 伽 I 0 0
32 何 千▲㈱ 仔舶 †勤し 0
33 棚 (fJI) 雷蝕し 0 0
糾 脚 蜘 雷蝕 し 0 0 0
35 叩嵐u睦か 榊ヽ (跡 雷蝕 し 0
38 掛 けヲ列火別 雷勤し 0 0 0 手放ト

37 七脚 (三暮) 雷蝕し 0 0 0
38 _附 け 雷蝕し 0 0 虫輸こよ壱正浩料

39 lZd鳩山 雷蝕し 0 0 0
馴 職 人馴 サ仰id,-y971作動 軌 1唖 0 0 0
〟 職 人し鵬 脚 耶富山) 楓は壕 0 0 0
42 関銭人よこ℃附 ゆラブ(撫d) 相 中 0 叢童串加持

個 脚 (義虹 雷蝕 し 0 0 0
鶴 は慣) 札目性 0 0
4S 棚 打く義▲) 軌憾み 0
48 タラ力1仕tは(月n … 恥 0 0 0 0 治定甘司淋

一丁 (徽舶 義人亨史 0 0 0
欄 如けl粥醐 手劃 雷蝕し 0 0
48 J)脚 石Jl) 雷勤し 0 0 0
50 榊 ル纂薫く雷鮎 雫蝕し 0 0 0
51 lI轟く兵船 †如 し 0 0 0
盟 払ヽI糊 (欝■I 雷赦 し 0 0
58 -(■判 0 0 0
54 (蟻 掛 †蝕 し 0
55肘POM SCC(文官) 雫蝕 し 0 0
5B 竹 材は艦齢 雫放し 0 0 0 0
57 S甘C樹 (甜 ) 尊入1壕 0 交託事葦

兄 1みqこの㈱ 0 0
59 Jーけ棚 ブ(薫}) 雫蝕 し 0 0 0
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4.おわりに

本研究において､60の総合型クラブの実態

や課題の把握を行うことができた｡半数以上の

クラブが10種目以上の定期的な活動 (香南し

しまるスポーツクラブ等)を行っていることや

40%を超えるクラブがイベント収入により自主

財源の獲得を行っているなど更なる発展を期待

できる結果を得ることができた｡また､スポー

ツフェスタ ･交流会 (みえスポーツクラブ等)

やハイキング ･ウオーキング (長岡スポーツ文

化クラブ等)､クリスマス全 く粕川スポーツク

ラブ等)など工夫したイベントの開催により､

会員間の親睦や新たな会員の募集を行っている

クラブも多くみられた｡

その反面,本研究により厳しいクラブ運営の

現状が浮き彫りとなった｡特に､自主財源の獲

得,スポーツ ･ボランティアの確保､会員の確

保を現題としている総合型クラブが多かった｡

自主財源の獲得では､国 ･自治体からの補助に

依存しているクラブも少なくなく,補助が失効

した際の厳しいクラブ運営が待ち受けているこ

とが推察される｡鹿田花ら (2009)も助成括

軌を終えた直後の落差感は大きく､活動のモチ

ベーションを危うくする要因になると述べてい

る｡クラブの地域での役割が大きくなるにつれ

てクラブの存在自体が公的なものになりつつあ

る｡その中で､NPO法人を取得し指定管理者

として施設等の管理を行い､財源を獲得すると

ともに､地域からの信頼を得ているクラブも存

在している (山口,2006)｡

運営､指導といったスポーツ ･ボランティア

の確保や会員の確保は.イベント開催時といっ

た､多くの住民が参加する機会に合わせて行う

とともに､ホームページの有効活用も視野に入

れ 情報を発信していくことが望まれるであろ

う｡

本研究から総合型クラブの今後の発展には､

クラブ運営の工夫 (財源の獲得方法､クラブの

情報発信方法)や魅力あるクラブづくり (地域

住民の憩いの場､プログラムの工夫､表彰制度)

を如何に行うことができるかが重要なキーワー

ドになるであろう｡そのためにも､総合型クラ

ブ間の情報の共有や日本体育協会といった組織

の更なるサポート体制 (スポーツ ･ボランティ

アの教育支援.総合型クラブの情報発信)が､

大いに望まれるであろう｡
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